
図-1 水質観測地点 
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１． はじめに 

 筆者らはこれまで，流域全域にわたる水環境を把握するために揖保川水系を対象にして河川水温を指標とし

たモニタリングを行い，その解析手法を検討してきた 1)．本研究では，その河川水温に加えて，生物化学的酸

素要求量(BOD)，溶存酸素(DO)および電気伝導度(EC)を指標として水系本川の水質観測を行い，揖保川流域の

水環境を考察するとともに，それら指標の有用性を検討したので報告する． 

２． 対象流域と水質観測の概要 

 対象とする流域は兵庫県南西部に位置する一級河川揖保川水系である．流域

は東西方向に15km，南北方向に60kmの羽状形を呈しており，流域面積は810km2

である．土地利用形態としては流域の 80%が森林であり，流域圏人口は約 20

万人である．図-1に揖保川流域の水質観測地点を示す．流域地形特性を定量的

に表現する河道位数ごとに観測地点を数点選び，流域全域がカバーされるよう

に 27 地点を配している．水質観測項目は河川水温，BOD，DO，EC である．水

温は全観測地点において 1 時間毎に連続観測を行っている．その他の水質項目

に関しては，本川主流を中心に図-1 の○で示した 14 地点において月に 1 度の

頻度で観測を行っている． 

３． 観測結果と考察 

3.1 各水質の流域分布 

図-2 に各水質項目の流域分布を示す．

図-2(a)に示す河川水温は上流から流

下に伴って昇温している．本川中流部

と支川林田川を比較してみると林田川

の水温上昇率が本川より大きい傾向に

ある．これは，林田川の流量が本川に

比べて相対的に少ないため水温変化が

日射に大きく影響されることが原因と

考えられる．地点 20 では直近に湧水の

存在が確認され，その影響で月平均水

温が周りの地点に比べて低くなってい

る．図-2(b)に示す EC も全体的に上流

から下流へ向かって上昇し，本川と支

川を比較すると支川の方が大きい値を

とる．また，上流において中流より大           図-2 各水質項目の流域分布 

きい値をとる地点がある．これは，上 
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